
ＳＩＰスマート物流サービスの取組み
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セッション2 「国家・学術・民間からみるデータ共有のあり方」

1



スマート物流サービス概要

物流クライシスの到来1.(1)

顕在化した物流クライシスに加え、感染症対策が急務

LOGISTICS
CRISIS

infection control measures
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スマート物流サービス概要

我が国が抱える物流課題1.(2)

LOGISTICS
ISSUE

各企業が自助努力を行っているが、企業単体では解決不可能

【トラック積載効率の推移】

約２倍の差

約25％低下

約500時間の差

2017年 2020年 2028年

需要 1,090,701人 1,127,246人 1,174,508人

供給 987,458人 983,188人 896,436人

不足 ▲103,243人 ▲144,058人 ▲278,072人

【トラックドライバー需給の将来予測】 約２倍の差

【貨物一件あたりの貨物量の推移】 【物流件数の推移（貨物一件あたりの貨物量別）】
（トン／件）

約２.5倍の差

0:28 6:21 2:49
0:14

1:28
0:10

0:30 6:41 1:45 2:44
0:11

1:23
0:12

【1運行あたりの荷待ち時間の分布】

【1運行の平均拘束時間とその内訳】（荷待ち時間の有無別）

「荷待ち時間がある運行」（46.0％）

「荷待ち時間がない運行」（54.0％）

13:27 ■点検等
■運転
■手待
■荷役
■付帯他
■休憩
■不明11:34

平均拘束時間

約２時間の差

１．人手不足

２．ニーズの多様化

３．独特の商習慣
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スマート物流サービス概要

部分最適から全体最適へ1.(3)

生
産
性
向
上
効
果

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年以降

個社単体で達成可能な領域
（部分最適）

保管・作業
効率向上

業界VAN
等EDI化

一部メーカー
物流統合

自動化

個社だけで達成不可能な領域
（全体最適）

SDGs達成に向け、部分最適から全体最適へ、国策レベルのシフトが必要

メーカーDB 卸DB 小売DB

一気通貫でのデータ見える化

データの蓄積

SHIFT

共同配送

共同倉庫

AI・予測最適化

無人化
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研究開発項目（A）要素基礎技術 概要

物流・商流データ基盤の構築2.(1)

小売DB

現サプライチェーン

卸DB

Society5.0の具現化

データ未連携メーカーDB

・生産予測困難
・返品・廃棄
・作業員不足

・配車予測困難
・時間指定
・ドライバー不足

データ未連携

・仕入予測困難
・フードロス
・販売員不足

・伝票不統一
・不動在庫
・作業員不足

「ＳＩＰスマート物流サービス」

物流・商流データ基盤

サスティナブルな
物流・商流

商品の安全・安心
の提供

廃棄ロス削減 省力化・省人化

フィジカル
インターネット

データ連携データ連携

課題

研究開発

最終目標

研究開発項目（B）

研究開発項目（A）

物流・商流
データ基盤の構築
サプライチェーンの上流
から下流までを繋いだ高
度なデータ連携による
全体最適化、新たな付
加価値創造。

省力化・自動化
に資する自動データ
収集技術の開発

重量・採寸情報等

作業情報等

荷台情報等

データ連携

作業生産性向上 トラック積載率向上 在庫量削減 トレーシング強化
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国際競争力 継続性

安全性

強力なグローバル企業への備え パンデミック等有事への備え

公共性の担保国際法への備え

国家レベルの公共利益の追求のためには、核となるデータ基盤が必要

「ＳＩＰスマート物流サービス」

物流・商流データ基盤

研究開発項目（A）要素基礎技術 概要

物流・商流データ基盤の必要性2.(2)
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研究開発項目（A）要素基礎技術 概要

基礎要素技術の概要2.(3)

6計画物流を基軸としたサスティナブルなサプライチェーンを構築する

医薬品メーカー医薬品卸
日用品メーカー

食品卸

食品メーカー

日用品卸
医療器卸

医療器メーカー

医療機関

情報に基づく計画物流

RDB RDBRDB
物流・商流データ基盤

各業界VAN等
アダプタ

RDB

RDB リモート

ローカル

コネクション
チェーン技術

ハッシュ値

ハッシュ値

③個別管理データ抽出・変換

管理API

管
理API

ブロックチェーン技術

⑤他プラットフォーム連携

②非改ざん性担保（来歴管理）

①アクセス権限コントロール

A社 B社 C社

データ照会

非公開 or 公開
指定

ハッシュ値 ハッシュ値

ドラッグストアスーパー コンビニ

サービスプロバイダ・個社
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要素基礎技術の開発
研究開発項目（A）

③個別管理データ抽出・変換技術

①アクセス権限コントロール技術

⑤他プラットフォーム連携技術

②非改ざん性担保技術
④入出力高速処理

スマート物流サービス
社会実装検討会

スケジュール＆進捗

ロードマップ3.(1)

社会実装
AIによる
蓄積ビッグデータ
の活用

物流・商流データ基盤社会実装検討会
4業種等の実装に向けたビジネスモデルの確立

〜FY 2020

日用消費財
プロトタイプモデル

2021 2022 2023以降

各モデルの実装

関連業界との情報交換会
4業種等以外の新たな業種の検討、研究開発項目(B)の導入検討

実装準備

商慣習改革・標準化検討会
データ基盤の社会実装に向けた標準化確立

データ収集技術の開発

Phase.3

Phase.1

Phase.2

研究開発項目（B）

データ蓄積

【凡例】

研究開発項目（A）

研究開発項目（B）

会議体

ドラッグストア・コンビニ等
プロトタイプモデル

医薬品医療機器等
プロトタイプモデル

地域物流
プロトタイプモデル

商品情報の見える化技術 荷役情報の見える化技術 輸送情報の見える化技術 8



1 共通TRZデータ 共通マスタ

共通データ基盤

医薬品医療機器等
データ基盤地域物流データ基盤 日用消費財データ基盤 ドラッグストア・コンビニ等

データ基盤

トレース
APP

共同物流
APP

コンビニ
WMS

共同配送
APP

ﾊﾞｰｽ管理
APP

伝票レス
APP

荷主
マッチング

APP

医療機関

医療機関ディーラー医療機関メーカー日用消費財メーカー
日用消費財卸

荷主

運送会社

コンビニ

個別管理データ抽出・変換技術

トレーシングシステム
共同WMS伝票レス・バース管理

物流・商流需給PF

2021年4月
先行リリース

ミルクラン等

共同幹線輸送

メーカーディーラー
共同倉庫

伝票レス納品

コンビニ共同配送

自動認識タグ検品

SIP標準ガイドライン
Ver1.0 リリース準備中

スケジュール＆進捗

ロードマップに対する進捗について
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Sharing Economyの実現

理想とのギャップ（エコシステム実現に向けた（案））4.(1)
理想 「広い範囲でのエコシステム構築」

Ⅰ 業種等の跨いだ物流データのシェアリング（リテール, 医療機器等）

Ⅱ SCM分野での構造と非構造データの融合の組み合わせによる研究環境構築

Ⅲ 他分野のデータ基盤との連携によるエコシステムの拡張

ギャップ（隙間） 「実装進捗に重きを置くため、ポリシーの策定が遅れている。」
Ⅰ 入口要件(Safe Data) ＆ 出口要件(Safe Project, Safe People, Safe Output)等

Ⅱ データ基盤(Safe Setting：アクセス制御、セキュリティ、証跡管理等に関するガイドライン)等

ポリシー＆ルール
標準アーキテクチャー

※欧州の場合はデータガバナンス
ポリシーの策定が先行しているが
実装進捗は遅れている。



海外連携対象である欧州のエコシステム構築PJについて

欧州エコシステム構築PJの目的 : GAIA-X参考1）
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参考2）
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海外連携対象である欧州のエコシステム構築PJについて

Self-Description : GAIA-X



参考3）海外連携対象である欧州のエコシステム構築PJについて

事例の紹介
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